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1.　衣服 に必要 な要 素の一つ とし て，機 能性 の問題 が

あ るが，それ には着用 する人 体の体型 に適 応し，種 々の

動作に より生じ る体型 の変化を知 るこ とが大切 であ る。

前報 に引 きつづ き，上 半身 におけ る皮膚面 の偏位 につい

て調 べたので報 告ナ る。

2.　上半身の皮膚面 の偏位 は， ストロボ 写 真 撮 影 法

(東芝SS-4-A 型装置，閃光頻度30 サイ クル) によって

行 った。皮膚面には白色・黒色のド ーランで点・線を描

き，各種動作により，その点・線が どのよ うに移動す る

かを調 べた。

3.　背肩幅においては，上腕を上挙することにおい て

は狭 くな り，上腕の下垂状態前面動作で は広 くな る。胸

幅では，上腕 の前後運動において脇面(肢嵩)のいちじ る

しいのび をみた。 また衣服 を作成 する場合に基 準となる

胸ま わり線 において は，上 腕の前方上下 運動時 に， 背面

に大きなのびをみるが前面や側面においては後方へひき

こ まれてい る。全体 の胸まわり寸法においてはあまり変

化 をみない。 胴まわりにおいては，上腕 を上挙すること

により後脇面の部分が少々のび， その分が前面で縮んで

い る。

このような上半身の偏位による皮膚面の複雑な移動状

態 を知 り， 衣服 製作時の運動量の参考にしたいものであ

る。


